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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ・ブルベア・ファンド 6」
は、このたび、第 2期の決算を行ないまし
た。
ここに、当作成期の運用状況をご報告申し
上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類

ブ ル 3  倍 日 本 株
ポートフォリオ 6 追加型投信／国内／株式／特殊型（ブ

ル・ベア型）ベ ア 2  倍 日 本 株
ポートフォリオ 6

ブルベア・マネー・
ポートフォリオ 6 追加型投信／国内／債券

信託期間 2021年 4 月16日～2024年 4 月15日

運用方針

ブ ル 3  倍 日 本 株
ポートフォリオ 6

日々の基準価額の値動きがわが国の株
式市場の値動きの 3倍程度となること
をめざして運用を行ないます。

ベ ア 2  倍 日 本 株
ポートフォリオ 6

日々の基準価額の値動きがわが国の株
式市場の値動きの 2倍程度逆となるこ
とをめざして運用を行ないます。

ブルベア・マネー・
ポートフォリオ 6

安定した収益の確保をめざして安定運
用を行ないます。

主 要
投資対象

ブ ル 3  倍 日 本 株
ポートフォリオ 6

わが国の株価指数先物取引、わが国の
債券およびダイワ・マネーストック・
マザーファンドの受益証券（わが国の
金融商品取引所上場株式に投資するこ
ともあります。）

ベ ア 2  倍 日 本 株
ポートフォリオ 6

わが国の株価指数先物取引、わが国の
債券およびダイワ・マネーストック・
マザーファンドの受益証券

ブルベア・マネー・
ポートフォリオ 6

イ ．ダイワ・マネーストック・マザー
ファンドの受益証券
ロ．円建ての債券

組入制限

ブ ル 3倍 日 本 株
ポートフォリオ 6 マザーファンドおよび株式実質組入上

限比率は無制限ベ ア 2倍 日 本 株
ポートフォリオ 6

ブルベア・マネー・
ポートフォリオ 6

・ マザーファンド組入上限比率は無制
限
・ 株式実質組入上限比率は純資産総額
の10％以下

分配方針
分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を
含みます。）等とし、原則として、配当等収益等を中心に分
配します。ただし、配当等収益等の額が少額の場合には、分
配を行なわないことがあります。

ダイワ・ブルベア・ファンド6
ブル3倍日本株ポートフォリオ6
ベア2倍日本株ポートフォリオ6
ブルベア・マネー・ポートフォリオ6

運用報告書（全体版）
（決算日　2023年 4 月17日）

第 2 期
（作成対象期間　2022年 4 月16日～2023年 4 月17日）

■信託期間終了日を2024年 4 月15日から2026年 4 月15日に
　変更する予定です。（変更実施日：2023年 7 月11日）



ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブル 3倍日本株ポートフォリオ 6

決　算　期
基　　準　　価　　額 日経平均トータル

リターン・インデックス 株 式
組入比率

株式先物
比 率

公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分配金

期 中
騰落率 （参考指数） 期 中

騰落率
円 円 % % % % % 百万円

1 期末（2022年 4 月15日） 7, 063 0 △ 29. 4 9, 317 △  6. 8 ─ 299. 5 ─ 34, 181 

2 期末（2023年 4 月17日） 7, 945 0 12. 5 10, 034 7. 7 ─ 292. 0 ─ 27, 795 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） 日経平均トータルリターン・インデックスは、同指数の原データをもとに、当ファンド設定日の前営業日を10, 000として大和アセットマネジ

メントが計算したものです。
（注 3）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
　※参考指数を「日経平均株価」から「日経平均トータルリターン・インデックス」に変更しました。

ブル 3倍日本株ポートフォリオ 6

設定以来の運用実績

「日経平均トータルリターン・インデックス」に関する著作権、知的所有権、その他一切の権利は日本経済新聞社に帰属します。 日
本経済新聞社は「日経平均トータルリターン・インデックス」を継続的に公表する義務を負うものではなく、その誤謬、 遅延または
中断に関して責任を負いません。また、当ファンドについて、日本経済新聞社は一切の責任を負うものではありません。

1



■基準価額・騰落率
期　首：7, 063円　  
期　末：7, 945円（分配金 0円）  
騰落率：12. 5％（分配金込み） 
    

■基準価額の主な変動要因
日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きの 3倍程度となることをめざして運用を
行った結果、わが国の株式市場が上昇したことから、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資
環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 
（円） （億円）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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年　　月　　日
基　準　価　額 日経平均トータル

リターン・インデックス 株 式
組入比率

株式先物
比 率

公 社 債
組入比率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 %  % % % %

（期 首）2022年 4 月15日 7, 063 ─ 9, 317 ─ ─ 299. 5 ─
4 月末　 6, 863 △ 2. 8 9, 232 △  0. 9 ─ 297. 9 ─
5 月末　 7, 090 0. 4 9, 381 0. 7 ─ 299. 5 ─
6 月末　 6, 387 △ 9. 6 9, 094 △  2. 4 ─ 298. 0 ─
7 月末　 7, 376 4. 4 9, 580 2. 8 ─ 301. 2 ─
8 月末　 7, 608 7. 7 9, 686 4. 0 ─ 302. 5 ─
9 月末　 6, 050 △ 14. 3 9, 019 △  3. 2 ─ 307. 3 ─
10月末　 7, 163 1. 4 9, 593 3. 0 ─ 295. 5 ─
11月末　 7, 499 6. 2 9, 728 4. 4 ─ 303. 5 ─
12月末　 6, 031 △ 14. 6 9, 091 △  2. 4 ─ 300. 6 ─

2023年 1 月末　 6, 865 △ 2. 8 9, 521 2. 2 ─ 295. 7 ─
2 月末　 6, 973 △ 1. 3 9, 568 2. 7 ─ 299. 6 ─
3 月末　 7, 561 7. 1 9, 867 5. 9 ─ 289. 4 ─

（期 末）2023年 4 月17日 7, 945 12. 5 10, 034 7. 7 ─ 292. 0 ─
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券に投

資するとともに、わが国の株価指数先物取引の買建玉の時価総額の合計額が、原則として信託財産
の純資産総額の 3倍程度になるように調整することにより、日々の基準価額の値動きがわが国の株
式市場の値動きの 3倍程度となることをめざして運用を行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

前作成期末における「今後の運用方針」

■国内株式市況
国内株式市況は、一進一退で徐々に下値を切上げる展開となりました。
国内株式市況は、当作成期首より、中国・上海市のロックダウン（都市封鎖）の影響が懸念され
て上値の重い展開となりました。2022年 5 月半ば以降は一時的に反発したものの、 6月中旬にはＦ
ＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が利上げ幅拡大を決定したこともあり下落しました。しかし、 6
月下旬以降は悪材料出尽くし観測から上昇に転じ、また米国のインフレ率がピークアウトするとの
期待感などもあり、 8月中旬にかけて上昇が続きました。その後は、英国の財政悪化や欧米の金利
上昇などが嫌気されて 9月末にかけて下落しましたが、欧米の金利上昇が一服したことや国内で経
済活動正常化への期待が高まったことなどから、11月下旬にかけて上昇しました。12月は世界的な
景況感の悪化や日銀の政策変更による急速な円高などで株価は下落しましたが、2023年 1 月は、中
国のゼロコロナ政策見直しにより景気回復期待が高まったことなどから上昇しました。 2月に入る
と、予想を上回る経済指標の発表を受けた欧米の金利上昇および株価下落が逆風となった一方、日
銀総裁人事への不透明感が解消し円安が進んだことや中国の経済統計が急速に改善したことなどが
好感され、 3月初旬にかけて上昇しました。その後は、米国地方銀行の経営破綻や欧州金融機関の
破綻懸念などで金融不安が高まり下落しましたが、ＦＲＢによる銀行向けの新たな流動性供給プロ
グラムや欧州金融機関の破綻回避などを受けて金融不安が一定程度後退したため、当作成期末にか
けて反発しました。

投資環境について （2022. 4. 16 ～ 2023. 4. 17）
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当ファンドは、運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

（％）

当　期
（2022. 4. 15～2023. 4. 17）

基準価額
日経平均トータルリターン・
インデックス

0. 0
2. 0
4. 0
6. 0
8. 0
10. 0
12. 0
14. 0

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

■当ファンド
わが国の株価指数先物取引の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額の 3倍程度と
なるよう調整しました。また、「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券への投資
も行いました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ポートフォリオについて （2022. 4. 16 ～ 2023. 4. 17）

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブル 3倍日本株ポートフォリオ 6
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分配金について

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券に投

資するとともに、わが国の株価指数先物取引の買建玉の時価総額の合計額が、原則として信託財産
の純資産総額の 3倍程度になるように調整することにより、日々の基準価額の値動きがわが国の株
式市場の値動きの 3倍程度となることをめざして運用を行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2022年 4 月16日
～2023年 4 月17日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 974  
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4）  投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブル 3倍日本株ポートフォリオ 6

6



1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 4. 16～2023. 4. 17） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  72円 1. 028％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は7, 005円です。

（投信会社）  （23）  （0. 332） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （46）  （0. 664） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （2）  （0. 033） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  5   0. 066  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （5）  （0. 066） 

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 005  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監査費用）  （0）  （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 　 　 計  77   1. 100  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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参考情報

総経費率
1. 03%

運用管理費用
（投信会社）
0. 33％

運用管理費用
（販売会社）
0. 66％

運用管理費用（受託会社）
0. 03％

その他費用 0. 00％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 03％です。
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■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）
設　　定 解　　約

口　数 金　額 口　数 金　額
千口 千円 千口 千円 

ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 3, 397, 961 3, 400, 000 8, 696, 091 8, 700, 000 

（注）単位未満は切捨て。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）

銘　　柄　　別
買　　　建 売　　　建 当　作　成　期　末　評　価　額

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益
国
内
株
式

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

日経平均 537, 100 566, 457 ─ ─ 81, 167 ─ 1, 706 
（注）単位未満は切捨て。

（2）マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

■利害関係人との取引状況等
（1）ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との

取引状況
（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）

決　算　期 当　　　期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ 売付額等Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 % 百万円 百万円 %

株式先物取引 537, 100 304, 993 56. 8 566, 457 314, 247 55. 5 
コール・ローン 2, 701, 280 ─ ─ ─ ─ ─ 

（3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）
項　　　　　目 当　　　期

売買委託手数料総額（A） 21, 924千円 
うち利害関係人への支払額（B） 12, 375千円 
（B）／（A） 56. 4% 
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　類 期     首 当　　期　　末
口　数 口　数 評　価　額

千口 千口 千円 
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 18, 685, 082 13, 386, 952 13, 390, 968 

（注）単位未満は切捨て。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 4 月17日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 30, 818, 502, 960円

コール・ローン等 13, 537, 627, 459  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） 13, 390, 968, 251  
未収入金 1, 732, 977, 250  
差入委託証拠金 2, 156, 930, 000  

（Ｂ）負債 3, 022, 852, 014  
未払解約金 2, 858, 951, 605  
未払信託報酬 163, 014, 012  
その他未払費用 886, 397  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 27, 795, 650, 946  
元本 34, 984, 269, 942  
次期繰越損益金 △  7, 188, 618, 996  

（Ｄ）受益権総口数 34, 984, 269, 942口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7, 945円

＊ 期首における元本額は48, 394, 228, 314円、当作成期間中における追加設定元本額
は94, 888, 535, 144円、同解約元本額は108, 298, 493, 516円です。 
＊当期末の計算口数当りの純資産額は7, 945円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は7, 188, 618, 996円です。

■投資信託財産の構成
2023年 4 月17日現在

項　　　　　　目 当　期　末
評　価　額 比　　率

千円 % 
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 13, 390, 968 41. 5 

コール・ローン等、その他 18, 843, 754 58. 5 
投資信託財産総額 32, 234, 722 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2022年 4 月16日　至2023年 4 月17日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  1, 134, 580円

受取利息 2, 377, 570  
支払利息 △  3, 512, 150  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  2, 734, 233  
売買益 2, 590, 081  
売買損 △  5, 324, 314  

（Ｃ）先物取引等損益 4, 114, 311, 735  
取引益 11, 068, 177, 627  
取引損 △  6, 953, 865, 892  

（Ｄ）信託報酬等 △  334, 433, 265  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 3, 776, 009, 657  
（Ｆ）前期繰越損益金 △  368, 712, 787  
（Ｇ）追加信託差損益金 △  10, 595, 915, 866  
（配当等相当額） （△  4, 129, 596） 
（売買損益相当額） （△  10, 591, 786, 270） 

（Ｈ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） △  7, 188, 618, 996  
次期繰越損益金（Ｈ） △  7, 188, 618, 996  
追加信託差損益金 △  10, 595, 915, 866  
（配当等相当額） （△  4, 129, 596） 
（売買損益相当額） （△  10, 591, 786, 270） 
分配準備積立金 3, 408, 431, 450  
繰越損益金 △  1, 134, 580  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 3, 408, 431, 450　
（ｃ）収益調整金  0　
（ｄ）分配準備積立金  0　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 408, 431, 450　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 408, 431, 450　
（ｈ）受益権総口数 34, 984, 269, 942口

《お知らせ》
■信託期間の延長について
　信託期間終了日を2024年 4 月15日から2026年 4 月15日に変更する予定です。（変更実施日：2023年 7 月11日）
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設定以来の運用実績

ベア 2倍日本株ポートフォリオ 6

決　算　期
基　　準　　価　　額 日経平均トータル

リターン・インデックス 株式先物
比 率

公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 （参考指数）

期 中
騰 落 率

円 円 % % % % 百万円

1 期末（2022年 4 月15日） 10, 140 0 1. 4 9, 317 △ 6. 8 △ 199. 0 ─ 3, 373 

2 期末（2023年 4 月17日） 7, 877 0 △ 22. 3 10, 034 7. 7 △ 204. 0 ─ 5, 524 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） 日経平均トータルリターン・インデックスは、同指数の原データをもとに、当ファンド設定日の前営業日を10, 000として大和アセットマネジ

メントが計算したものです。
（注 3）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
　※参考指数を「日経平均株価」から「日経平均トータルリターン・インデックス」に変更しました。

「日経平均トータルリターン・インデックス」に関する著作権、知的所有権、その他一切の権利は日本経済新聞社に帰属します。 日
本経済新聞社は「日経平均トータルリターン・インデックス」を継続的に公表する義務を負うものではなく、その誤謬、 遅延または
中断に関して責任を負いません。また、当ファンドについて、日本経済新聞社は一切の責任を負うものではありません。
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■基準価額・騰落率
期　首：10, 140円　  
期　末： 7, 877円（分配金 0円）  
騰落率：△22. 3％（分配金込み） 

■基準価額の主な変動要因
日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きの 2倍程度逆となることをめざして運用を
行った結果、わが国の株式市場が上昇したことから、基準価額は下落しました。くわしくは「投資
環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 

0

20

40

60

80
（円） （億円）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

4, 000

6, 000

8, 000

10, 000

12, 000

期　首
（2022. 4. 15）

期　末
（2023. 4. 17）

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ベア 2倍日本株ポートフォリオ 6
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年　　月　　日
基　準　価　額 日経平均トータル

リターン・インデックス 株 式 先 物
比 率

公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 %  % % %

（期 首）2022年 4 月15日 10, 140 ─ 9, 317 ─ △ 199. 0 ─
4 月末　 10, 246 1. 0 9, 232 △  0. 9 △ 202. 0 ─
5 月末　 9, 856 △ 2. 8 9, 381 0. 7 △ 201. 9 ─
6 月末　 10, 364 2. 2 9, 094 △  2. 4 △ 203. 1 ─
7 月末　 9, 297 △ 8. 3 9, 580 2. 8 △ 201. 5 ─
8 月末　 8, 978 △ 11. 5 9, 686 4. 0 △ 198. 2 ─
9 月末　 10, 249 1. 1 9, 019 △  3. 2 △ 193. 4 ─
10月末　 8, 972 △ 11. 5 9, 593 3. 0 △ 210. 3 ─
11月末　 8, 595 △ 15. 2 9, 728 4. 4 △ 199. 0 ─
12月末　 9, 814 △ 3. 2 9, 091 △  2. 4 △ 199. 5 ─

2023年 1 月末　 8, 883 △ 12. 4 9, 521 2. 2 △ 202. 3 ─
2 月末　 8, 748 △ 13. 7 9, 568 2. 7 △ 201. 8 ─
3 月末　 8, 175 △ 19. 4 9, 867 5. 9 △ 208. 3 ─

（期 末）2023年 4 月17日 7, 877 △ 22. 3 10, 034 7. 7 △ 204. 0 ─
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券に投

資するとともに、わが国の株価指数先物取引の売建玉の時価総額の合計額が、原則として信託財産
の純資産総額の 2倍程度になるように調整することにより、日々の基準価額の値動きがわが国の株
式市場の値動きの 2倍程度逆となることをめざして運用を行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

前作成期末における「今後の運用方針」

■国内株式市況
国内株式市況は、一進一退で徐々に下値を切上げる展開となりました。
国内株式市況は、当作成期首より、中国・上海市のロックダウン（都市封鎖）の影響が懸念され
て上値の重い展開となりました。2022年 5 月半ば以降は一時的に反発したものの、 6月中旬にはＦ
ＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が利上げ幅拡大を決定したこともあり下落しました。しかし、 6
月下旬以降は悪材料出尽くし観測から上昇に転じ、また米国のインフレ率がピークアウトするとの
期待感などもあり、 8月中旬にかけて上昇が続きました。その後は、英国の財政悪化や欧米の金利
上昇などが嫌気されて 9月末にかけて下落しましたが、欧米の金利上昇が一服したことや国内で経
済活動正常化への期待が高まったことなどから、11月下旬にかけて上昇しました。12月は世界的な
景況感の悪化や日銀の政策変更による急速な円高などで株価は下落しましたが、2023年 1 月は、中
国のゼロコロナ政策見直しにより景気回復期待が高まったことなどから上昇しました。 2月に入る
と、予想を上回る経済指標の発表を受けた欧米の金利上昇および株価下落が逆風となった一方、日
銀総裁人事への不透明感が解消し円安が進んだことや中国の経済統計が急速に改善したことなどが
好感され、 3月初旬にかけて上昇しました。その後は、米国地方銀行の経営破綻や欧州金融機関の
破綻懸念などで金融不安が高まり下落しましたが、ＦＲＢによる銀行向けの新たな流動性供給プロ
グラムや欧州金融機関の破綻回避などを受けて金融不安が一定程度後退したため、当作成期末にか
けて反発しました。

投資環境について （2022. 4. 16 ～ 2023. 4. 17）

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ベア 2倍日本株ポートフォリオ 6
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当ファンドは、運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

（％）

当　期
（2022. 4. 15～2023. 4. 17）

-25. 0
-20. 0
-15. 0
-10. 0
-5. 0

5. 0
0. 0

10. 0

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

基準価額
日経平均トータルリターン・
インデックス

■当ファンド
わが国の株価指数先物取引の売建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額の 2倍程度と
なるよう調整しました。また、「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券への投資
も行いました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ポートフォリオについて （2022. 4. 16 ～ 2023. 4. 17）

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ベア 2倍日本株ポートフォリオ 6
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当作成期は、分配対象額が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきました。

分配金について

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2022年 4 月16日
～2023年 4 月17日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） ─
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4）  投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券に投

資するとともに、わが国の株価指数先物取引の売建玉の時価総額の合計額が、原則として信託財産
の純資産総額の 2倍程度になるように調整することにより、日々の基準価額の値動きがわが国の株
式市場の値動きの 2倍程度逆となることをめざして運用を行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ベア 2倍日本株ポートフォリオ 6
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 4. 16～2023. 4. 17） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  96円 1. 029％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 295円です。

（投信会社）  （31）  （0. 332） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （62）  （0. 664） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （3）  （0. 033） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  6   0. 063  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （6）  （0. 063） 

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 005  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監査費用）  （1）  （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 　 　 計  102   1. 097  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ベア 2倍日本株ポートフォリオ 6
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参考情報

総経費率
1. 03%

運用管理費用
（投信会社）
0. 33％

運用管理費用
（販売会社）
0. 66％

運用管理費用（受託会社）
0. 03％

その他費用 0. 00％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 03％です。

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ベア 2倍日本株ポートフォリオ 6
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■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）
設　　定 解　　約

口　数 金　額 口　数 金　額
千口 千円 千口 千円 

ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 4, 048, 061 4, 050, 000 3, 168, 303 3, 170, 000 

（注）単位未満は切捨て。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）

銘　　柄　　別
買　　　建 売　　　建 当　作　成　期　末　評　価　額

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

国
内
株
式

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

日経平均 ─ ─ 57, 429 53, 249 ─ 11, 269 △ 212 

（注）単位未満は切捨て。

（2） マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

■利害関係人との取引状況等
（1）ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との

取引状況
（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）

決　算　期 当　　　期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ 売付額等Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 % 百万円 百万円 %

株式先物取引 53, 249 41, 779 78. 5 57, 429 47, 946 83. 5 
コール・ローン 350, 503 ─ ─ ─ ─ ─ 

（3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）
項　　　　　目 当　　　期

売買委託手数料総額（A） 2, 208千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1, 792千円 
（B）／（A） 81. 2% 
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　類 期     首 当　　期　　末
口　数 口　数 評　価　額

千口 千口 千円 
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 2, 038, 294 2, 918, 051 2, 918, 926 

（注）単位未満は切捨て。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 4 月17日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 5, 777, 995, 644円

コール・ローン等 2, 210, 478, 672  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） 2, 918, 926, 972  
差入委託証拠金 648, 590, 000  

（Ｂ）負債 253, 155, 509  
未払金 212, 107, 250  
未払解約金 22, 480, 252  
未払信託報酬 18, 468, 147  
その他未払費用 99, 860  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 5, 524, 840, 135  
元本 7, 013, 706, 419  
次期繰越損益金 △  1, 488, 866, 284  

（Ｄ）受益権総口数 7, 013, 706, 419口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7, 877円

＊ 期首における元本額は3, 327, 232, 833円、当作成期間中における追加設定元本額は
21, 405, 822, 107円、同解約元本額は17, 719, 348, 521円です。 
＊当期末の計算口数当りの純資産額は7, 877円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1, 488, 866, 284円です。

■投資信託財産の構成
2023年 4 月17日現在

項　　　　　　目 当　期　末
評　価　額 比　　率

千円 % 
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 2, 918, 926 50. 5 

コール・ローン等、その他 2, 859, 068 49. 5 
投資信託財産総額 5, 777, 995 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2022年 4 月16日　至2023年 4 月17日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  96, 753円

受取利息 339, 903  
支払利息 △  436, 656  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  226, 844  
売買益 202, 811  
売買損 △  429, 655  

（Ｃ）先物取引等損益 △  431, 114, 170  
取引益 920, 317, 886  
取引損 △  1, 351, 432, 056  

（Ｄ）信託報酬等 △  36, 643, 868  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △  468, 081, 635  
（Ｆ）前期繰越損益金 △  727, 791  
（Ｇ）追加信託差損益金 △  1, 020, 056, 858  
（配当等相当額） （△  1, 516, 208） 
（売買損益相当額） （△  1, 018, 540, 650） 

（Ｈ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） △  1, 488, 866, 284  
次期繰越損益金（Ｈ） △  1, 488, 866, 284  
追加信託差損益金 △  1, 020, 056, 858  
（配当等相当額） （△  1, 516, 208） 
（売買損益相当額） （△  1, 018, 540, 650） 
繰越損益金 △  468, 809, 426  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金  0　
（ｄ）分配準備積立金  0　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）  0　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ）  0　
（ｈ）受益権総口数 7, 013, 706, 419口

《お知らせ》
■信託期間の延長について
　信託期間終了日を2024年 4 月15日から2026年 4 月15日に変更する予定です。（変更実施日：2023年 7 月11日）
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決　算　期
基　　準　　価　　額

公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額（分  配  落） 税 込

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 % % 百万円

1 期末（2022年 4 月15日） 9, 997 0 △ 0. 0 ─ 17, 087 

2 期末（2023年 4 月17日） 9, 994 0 △ 0. 0 ─ 23, 460 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 4） 当ファンドは「ダイワ・ブルベア・ファンド 6」を構成するファンドのスイッチング資金を一時滞留させる受け皿としての役割をもった

ファンドであり、円建ての債券を中心に安定運用を行います。そのため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。

設定以来の運用実績

ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6
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■基準価額・騰落率
期　首：9, 997円　   
期　末：9, 994円（分配金 0円）   
騰落率：△0. 0％（分配金込み） 

■基準価額の主な変動要因
「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券を通じて投資したコール・ローン等の
利回りがマイナス圏で推移したことなどから、基準価額は下落しました。

運用経過

基準価額等の推移について 
（円） （億円）

期　首
（2022. 4. 15）

期　末
（2023. 4. 17）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

9, 980

9, 985

10, 000

9, 990

9, 995

10, 005

0

100

200

300

400

500

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6
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年　　月　　日
基　準　価　額 公　社　債

組入比率騰　落　率
円 % %

（期 首）2022年 4 月15日 9, 997 ─ ─
4 月末　 9, 997 0. 0 ─
5 月末　 9, 997 0. 0 ─
6 月末　 9, 997 0. 0 ─
7 月末　 9, 997 0. 0 ─
8 月末　 9, 996 △ 0. 0 ─
9 月末　 9, 996 △ 0. 0 ─
10月末　 9, 996 △ 0. 0 ─
11月末　 9, 995 △ 0. 0 ─
12月末　 9, 995 △ 0. 0 ─

2023年 1 月末　 9, 994 △ 0. 0 ─
2 月末　 9, 994 △ 0. 0 ─
3 月末　 9, 994 △ 0. 0 ─

（期 末）2023年 4 月17日 9, 994 △ 0. 0 ─
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■当ファンド
「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

前作成期末における「今後の運用方針」

■国内短期金融市況
当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和を維持しました。この金融政策
を背景に、国庫短期証券（ 3カ月物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移
しました。

投資環境について （2022. 4. 16 ～ 2023. 4. 17）

■当ファンド
「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ポートフォリオについて （2022. 4. 16 ～ 2023. 4. 17）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6
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当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2022年 4 月16日
～2023年 4 月17日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 3 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4）  投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。

■当ファンド
「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後も現在の低金利環境が継続した場合は、ファンド全体の損益がマイナスとなり、基準価額が下
落することが予想されます。投資家のみなさまにおかれましては、ご留意くださいますようお願い申
し上げます。

今後の運用方針

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 4. 16～2023. 4. 17） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  0円 0. 000％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 996円です。

（販売会社）  （0）  （0. 000） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

売買委託手数料  ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 001  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監査費用）  （0）  （0. 001） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 　 　 計  0   0. 001  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6
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参考情報

総経費率
0. 00%

その他費用
0. 00％
その他費用
0. 00％

運用管理費用
（販売会社）
0. 00％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 00％です。

ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6
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ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2022年 4 月16日から2023年 4 月17日まで）
設　　　定 解　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

ダイワ・マネーストック・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

41, 179, 779 41, 198, 519 34, 835, 339 34, 851, 361 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2023年 4 月17日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 23, 343, 199 97. 7 

コール・ローン等、その他 550, 019 2. 3 
投資信託財産総額 23, 893, 218 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 4 月17日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 23, 893, 218, 561円

コール・ローン等 550, 019, 223  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） 23, 343, 199, 338  

（Ｂ）負債 432, 718, 102  
未払解約金 432, 654, 496  
未払信託報酬 10, 449  
その他未払費用 53, 157  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 23, 460, 500, 459  
元本 23, 475, 210, 685  
次期繰越損益金 △  14, 710, 226  

（Ｄ）受益権総口数 23, 475, 210, 685口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 994円

＊ 期首における元本額は17, 092, 793, 348円、当作成期間中における追加設定元本額
は75, 607, 553, 647円、同解約元本額は69, 225, 136, 310円です。 

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 994円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は14, 710, 226円です。 
  

■損益の状況
当期　自2022年 4 月16日　至2023年 4 月17日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  41, 845円

受取利息 141, 542  
支払利息 △  183, 387  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  1, 718, 412  
売買益 2, 660, 053  
売買損 △  4, 378, 465  

（Ｃ）信託報酬等 △  124, 299  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  1, 884, 556  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  39, 451  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  12, 786, 219  
（配当等相当額） （ 3, 797, 629） 
（売買損益相当額） （△  16, 583, 848） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  14, 710, 226  
次期繰越損益金（Ｇ） △  14, 710, 226  
追加信託差損益金 △  12, 786, 219  
（配当等相当額） （ 3, 797, 629） 
（売買損益相当額） （△  16, 583, 848） 
分配準備積立金 4, 376, 144  
繰越損益金 △  6, 300, 151  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　類 期     首 当　　期　　末
口　数 口　数 評　価　額

千口 千口 千円 
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 16, 991, 758 23, 336, 198 23, 343, 199 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・ブルベア・ファンド 6　ブルベア・マネー・ポートフォリオ 6

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 4, 281, 319　
（ｃ）収益調整金 3, 797, 629　
（ｄ）分配準備積立金 94, 825　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 8, 173, 773　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 8, 173, 773　
（ｈ）受益権総口数 23, 475, 210, 685口

《お知らせ》
■信託期間の延長について
　信託期間終了日を2024年 4 月15日から2026年 4 月15日に変更する予定です。（変更実施日：2023年 7 月11日）
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■ダイワ・マネーストック・マザーファンドの主要な売買銘柄

　2022年 4 月16日～2023年 4 月17日における主要な売買銘柄はありません。

■組入資産明細表

　2023年 4 月17日現在、有価証券等の組み入れはありません。

＜補足情報＞
　当ファンド（ダイワ・ブルベア・ファンド 6）が投資対象としている「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」
の決算日（2022年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2023年 4 月17
日）現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

運用報告書　第13期（決算日　2022年12月９日）

（作成対象期間　2021年12月10日～2022年12月９日）

ダイワ・マネーストック・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2021年12月９日 10,007 － －
12月末 10,007 0.0 －

2022年１月末 10,007 0.0 －
２月末 10,006 △0.0 －
３月末 10,006 △0.0 －
４月末 10,006 △0.0 －
５月末 10,006 △0.0 －
６月末 10,006 △0.0 －
７月末 10,006 △0.0 －
８月末 10,005 △0.0 －
９月末 10,005 △0.0 －
10月末 10,005 △0.0 －
11月末 10,004 △0.0 －

(期末)2022年12月９日 10,004 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

10,003

10,004

10,005

10,006

10,007

10,008

期　首
（2021.12.９）

期　末
（2022.12.９）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,007円　期末：10,004円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 －

合　　計 －
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■投資信託財産の構成
2022年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 159,157,999 100.0
投資信託財産総額 159,157,999 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。

ダイワ・マネーストック・マザーファンド
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 159,157,999,197円

コール・ローン等 159,157,999,197
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 159,157,999,197

元本 159,095,941,234
次期繰越損益金 62,057,963

(Ｄ) 受益権総口数 159,095,941,234口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,004円

＊期首における元本額は147,676,216,454円、当作成期間中における追加設定元
本額は146,804,060,770円、同解約元本額は135,384,335,990円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－ 947,268円
ダイワ／ミレーアセット・インド株式ファンド　－インドの匠－ 29,910,270円
ワールド・フィンテック革命ファンド（為替ヘッジあり） 998円
ワールド・フィンテック革命ファンド（為替ヘッジなし） 998円
ＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型） 102,434円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－（為替ヘッジあり） 39,849円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年１回決算型）　
－ロボテック（年１回）－（為替ヘッジあり） 3,985円
ｉＦｒｅｅレバレッジ　Ｓ＆Ｐ500 10,791,948,720円
ｉＦｒｅｅレバレッジ　ＮＡＳＤＡＱ100 75,953,937,119円
クリーンテック株式ファンド（資産成長型） 998,802円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－（毎月決算／予想分配金提示型） 999円
世界インフラ戦略ファンド（為替ヘッジなし／毎月分配型） 1,000円
世界インフラ戦略ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型） 499,501円
ダイワ上場投信－日経平均レバレッジ・インデックス 4,236,015,061円
ダイワ上場投信－日経平均ダブルインバース・インデックス 6,234,269,565円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸレバレッジ（２倍）指数 1,010,016,980円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸダブルインバース（－２倍）指数 926,363,625円
ダイワ上場投信－日経平均インバース・インデックス 7,290,053,955円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸインバース（－１倍）指数 12,970,925,555円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400レバレッジ・インデックス 538,317,221円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400インバース・インデックス 151,994,519円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400ダブルインバース・インデックス 107,919,373円
ダイワ米国投資法人債ファンド（為替ヘッジあり）2016－07 997円
ダイワ米国投資法人債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10 997円
先進国トータルリターン戦略ファンド（リスク抑制型／適格機関投資家専用） 207,414,601円
ダイワ日本株式ベア・ファンド（適格機関投資家専用） 45,188,231円
ダイワ日本国債15－20年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ　－ＳＬトレード－ 4,992,083円
ブルベア・マネー・ポートフォリオ６ 19,642,480,283円
ブル３倍日本株ポートフォリオ６ 17,085,842,499円
ベア２倍日本株ポートフォリオ６ 1,818,361,471円
ダイワ／ハリス世界厳選株ファンド・マネー・ポートフォリオ 42,615,540円
ダイワＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／年１回決算型） 9,957円
ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジあり） 997円
ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジなし） 997円
ダイワ新グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり） 997円
ダイワ新グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし） 997円
ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド 4,148円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株α（毎月分配型）米ドル・コース 10,833円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株
α（毎月分配型）ブラジル・レアル・コース 10,788円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株α（毎月分配型）通貨セレクト・コース 12,751円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年１回決算型）　－ロボテック（年１回）－ 100,588円
ダイワ／ミレーアセット・アジア・セクターリーダー株ファンド 5,813円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　日本円・コース（毎月分配型） 398,764円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配型） 99,691円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・トリ
プルリターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型） 398,764円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　米ドル・コース（毎月分配型） 398,764円

ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・ト
リプルリターンズ－　通貨セレクト・コース（毎月分配型） 15,402円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２－　予想分配金提示型　日本円・コース 300,273円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２－　予想分配金提示型　豪ドル・コース 200,861円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２
－　予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース 300,273円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２－　予想分配金提示型　米ドル・コース 1,999,177円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２
－　予想分配金提示型　通貨セレクト・コース 505,900円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,004円です。

■損益の状況
当期　自2021年12月10日　至2022年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △ 48,809,986円

支払利息 △ 48,809,986
(Ｂ) 当期損益金(Ａ) △ 48,809,986
(Ｃ) 前期繰越損益金 101,772,030
(Ｄ) 解約差損益金 △ 77,894,524
(Ｅ) 追加信託差損益金 86,990,443
(Ｆ) 合計(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 62,057,963

次期繰越損益金(Ｆ) 62,057,963
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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